
2007年 1月 9日

情報処理論（応用）

松山大学 経営学部

第25回 最終課題の制作 (2)

講師 檀 裕也
http://www.cc.matsuyama-u.ac.jp/~dan/application/

http://www.cc.matsuyama-u.ac.jp/~dan/application/
http://www.cc.matsuyama-u.ac.jp/~dan/application/pdf/20061219.pdf
http://www.cc.matsuyama-u.ac.jp/~dan/application/pdf/20070112.pdf
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出席確認

• 出席確認フォームから学籍番号および氏名を
送信せよ。

出席確認フォーム
http://www.cc.matsuyama-u.ac.jp/~dan/application/attendance.html

http://www.cc.matsuyama-u.ac.jp/~dan/application/attendance.html
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情報処理技術者試験

• 情報処理に関する国家資格
–基本情報技術者
–ソフトウェア開発技術者
–アプリケーションエンジニア など

• 毎年、春 （４月） と秋 （10月） の２回実施
–情報処理技術者試験センター
http://www.jitec.jp/

http://www.jitec.jp/
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情報処理技術者の位置づけ

• 経験や能力に応じて、情報システムの開発
チームでの各メンバーの役割が決まる

アプリケーションエンジニア

プロジェクトマネージャ

ソフトウェア開発技術者

基本情報技術者

ソフトウェア開発技術者

基本情報技術者
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今回の予定

• 最終課題の制作 （２）
–ソフトウェア設計書に基づきプログラミングする
–完成したプログラムの動作を確認する
–ソフトウェア仕様書を作成する
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最終課題について

• 提出内容
–実行ファイルおよびソースファイル
–ソフトウェア仕様書

• ソフトウェア制作発表会
–ソフトウェアの名称
–主な機能と使いかた
–工夫したところ・苦労したところ
–その他、アピールポイント
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まとめ

• ソフトウェア設計書に基づき、仕様に沿った
Windows アプリケーションをプログラミングする。
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次回予定

• ソフトウェア制作発表会
–作成したプログラムについて発表する

• 授業評価アンケート
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